
Mercury
Mercury は、FET の高速シミュレーション向けに最適化された ATLAS のモジュールです。Mercury は物理方程式に
基づいており、デバイスの予測シミュレーションに使用できます。また、高速にシミュレーションを実行できるので、
FET 設計におけるトレンドの分析や生産の歩留まりの評価が可能です。
Mercury は、擬似 2 次元 FET シミュレーション・モジュールです。擬似 2 次元シミュレーション・モジュールは、2 つ
の 1次元ソルバが連動して機能します。１つ目のソルバは、デバイス表面に垂直な方向に、チャネル領域に渡ってポア
ソン方程式を解きます。これによりソースからドレインまでの 1 次元チャネルの特性を得ます。２つ目のソルバは、デ
バイスの端子特性を生成するためにこのチャネルに沿って輸送方程式を計算します。

ポアソン方程式で得たルックアップ・テーブルが生成されると、
ソースからドレインまでのキャリア輸送の計算が 1次元の問題
となり、シミュレーションにかかる時間が大幅に短縮されます。
Mercury では、FET の DC-IV 曲線または小信号 AC での挙動
を高速に計算することが可能です。

Mercury は、エピタキシャル FET のシミュレーション向けに最適化
されています。エピタキシャル FET は x 方向に一様な物理構造を持つ
FET です。Mercury を使用して、これらのデバイスの大信号での挙動
をシミュレートできるので、シミュレートされた FET は常に外部回路
に組み込むことができます。

Mercury のシミュレーションの初期段階では、y 方向（デバイス表面に垂
直）にチャネル領域に渡ってポアソン方程式を解きます。このデータを
使用して、キャリアが流れるソース・コンタクトとドレイン・コンタクト
間のチャネルをキャラクタライズするルックアップ・テーブルを生成しま
す。この図では、さまざまなゲート電圧で電子密度を深さの関数として計
算しています。
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小信号 ACのシミュレーションに加え、Mercury では、デバイスによ
り発生する小信号ノイズを計算することが可能です。

Mercury のシミュレーション速度はトレンドの分析に適してい
ます。この図では、デバイスへのドーピングが 4e16 cm-3 から
1e17 cm-3 の間の場合の Vd=0.6V でのゲート・バイアスの関数
としての相互コンダクタンスを示しています。

トレンドおよび歩留まり解析

Mercury では、ハーモニック・バランス法を使用して FETの大信号での挙動
をシミュレートできます。これにより、ゲイン圧縮をインプット・パワーの
関数として解析することが可能です。

Mercury は、デバイスの製造工程におけるばらつきを考慮して、
予測されるデバイスの歩留まりを解析します。この図では、ドー
ピング、リセスの深さ、ゲート長が設計値からランダムに変化し
た場合の、ドレイン電流と相互コンダクタンスのばらつきを示し
ています。


